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委 員 会 会 議 録 
（社）滋賀県トラック協会 

会 議 名 平成２２年度（第４回）人材開発委員会 

開催日時 平成２２年９月２２日（水） １４：００～１５：４０ 

開催場所 滋賀県トラック総合会館 ３Ｆ「研修室１」 

出 席 者 委員１２名、常任参与、事務局２名 

 
協   議   内   容 

 

定刻１４時より開会。開会にあたり辻常任参与から全ト協労働委員会の内容について、今年

に入り交通死亡事故が昨年同時期の１．５倍に増えている。過労死が増えている。精神疾患の

人が増えている。免許制度変更により若いトラックドライバーの減少が目立ち、経営者は如何

に若い有能なドライバーを確保するかから、現在は如何に若いドライバーを確保するかに考え

が変わってきているとの報告があった。続いて、西川委員長から挨拶があり議事進行を行った。

 
（１） 管理者研修会日程について 

事務局から前回委員会で３回シリーズのうち第１回目の研修会日程についは１０月

２６日（火）で決定されており、２回目以降の日程について、講師の都合を聞いたとこ

ろ次第のとおりとなった旨を報告した。 
検討されたところ第２回目を１２月８日（水）、第３回目を１月２６日（水）とし、

時間はいずれも１３時３０分から実施することとなった。 
また、それぞれ当日の午前１１時から委員会を開催することとなった。 
 

（２） 人材育成対策研修会について 
 事務局から「営業力強化研修」の講師料、教材費、交通費について次第により説明。

 続いて、研修会開催日について検討されたところ２月１８日（金）１３時３０分から

実施することとなり、上記同様に、当日の午前１１時から委員会を開催することが決定

された。 
 なお、万が一講師の都合がつかないときは、２月１７日（木）に開催することが確認

された。 
 

（３）人材確保対策広報・ＰＲ活動資料の作成について 
事務局から前回委員会で出された意見について参考資料の第３回人材開発委員会議事

録の内容を説明した。 
続いて、西川委員長から委員に意見を求めたところ次の意見があった。 
 
・ 新卒者だけでなく、広く一般の人にＰＲする必要がある。 
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・ 新聞に折り込みチラシを入れ、物流業界は人を求めていることをＰＲしてはどう

か。 
 
・ 媒体としては、ポスター・チラシ・協会ＨＰ・携帯サイト・ＤＶＤ・冊子などが

考えられる。 
 
・ 大きなポスターを作り、駅の掲示板に貼ってはどうか。多くの人に見てもらえる。

  予算次第だが期間も長く掲示板を使用できるかも知れない。 
 
・ 教習所や免許更新時等の待ち時間にＤＶＤを流してもらってはどうか。 
 
・ 道の駅の掲示板にポスターを貼れないか。掲示板がなければ協会で立てられない

か。 
 
・ その他、免許センター、教習所、自衛隊の掲示板にポスターは貼れないか。 
 
・ フリーペーパー（冊子）を活用できないか。 
 
・ フリーペーパーは協会等団体ではなく、各企業が採用募集に使った方が効果的で

はないか。 
 
・ 会員事業所にアンケートを出し、採用は新卒か？中途か？採用方法などを聞いて

はどうか。 
 
・・・等の意見があり、掲示費用を調べたうえで、ポスターを作り、特に駅が一番良

いが、その他道の駅、免許センター、教習所、自衛隊などの掲示板に貼り、業界のＰＲ

をする方向で進めていくこととなった。 
 
最後に、辻常任参与から次により述べられた。 
・ 今まで冊子・ＤＶＤ・携帯サイトを作り、県内の中学・高校・大学やハローワー

クなどに配布してきたが今のところ結果は見えてこない。 
  企業では、即戦力も欲しいが、小さいときから意識付けをするために小学校の授

業の中で物流のＤＶＤを見てもらっているところもある。 
  この事業は、我々物流業界を知ってもらい、この業界に入ってきてもらうのが目

的である。これは広報に関することも多分に含んでいるため企業振興委員会とすり

合わせを行う必要もあり、正副会長会議で専門委員会委員長会議を開くように提案

していきたい。また、広報の部分で今年度、次年度、企業振興委員会の予算を回し

てもらえないか正副会長会議で提案をしていきたい。 
 
 



- 3 - 

 
■次回委員会 

平成２２年１０月２６日（火）１１：００～ 於：滋賀県トラック総合会館 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 




